
新年明けましておめでとうございます。１7日間の冬休みでしたが、楽しく過ごせましたか？ 

2022年寅年が始まりました。寅年には、「新しく立ち上がること」や「生まれたものが成長する

こと」といった縁起のよさを表しているといえそうです。寅年にふさわしく琴芝小学校のみなさ

んが、新しいものに向かって元気にチャレンジする１年にしたいと思います。 

 

今日は、トラではなくライオン、「ライオンとねずみ」というお話をします。 

 
このお話から、みなさんはどのようなことを学びますか？ 

「ねずみは恩返しをするという約束を守った。約束を守ることは大切だ。」 

「助けてもらったら、恩返しをすることやお礼を言うことが大切だ。」 

「親切にしたり、よいことをしたりすると、自分にもよいことが返ってくる」 

「どんなに力がある者でも、他人の力が必要な時がある。協力が大切だ。」 

「みんなそれぞれ得意なことがある。あきらめずに自分の力を信じろ。」 

いろいろなことを学びますね。答えはひとつではなく、人それぞれのとらえかたがあって当たり

前です。そして、それぞれ違う考えや、得意なことがあるから協力し合え、安心してチャレンジ

できるのです。みなさんも、ライオンやねずみさんのように力が違っても助け合って過ごせると

いいですね。 

 

 ２学期の終業式に「毎日、当たり前のことをきちんとできる人」は、金メダルだよというお話

をしました。何かあった時だけ頑張る人より、当たり前を少しずつ増やすことが、お兄さん、お

姉さんになるということです。 

 

 さて、ここでみんなに考えてほしいことがあります。「当たり前」の反対の言葉はなんでしょ

う。（しばらく時間をおく） 

 

 なかなかないこと、珍しいこと・・・ときっと頭の中で考えていることでしょう。答えは、

「ありがとう」です。難しい言葉で「感謝」です。 

 



 みなさん、日ごろ「ありがとう」って使っていますか。落としたものを拾ってもらった時、も

のを貸してもらった時、やさしい言葉をかけてもらったり、困っているとき助けてもらったりし

た時など、いろいろあり ますね。こういう時は、すぐに「ありがとう。」ですね。 

 でも、「ありがとうの心」は、そういう時だけじゃないと校長先生は思っています。悪い こと

をしそうになった時に止めてくれたり、わがままを注意してくれたり、本当に大事なことを教え

るために厳しい言葉をかけてくれたりした時も、こころから「ありがとう。」では ないかと思い

ます。厳しいことでも、いやな顔をしないで、こころから「ありがとう。」と 言える人になって

ほしいと願います。 

 

 ここで、校長先生が皆さんに伝えたいことは、誰かにしてもらったことを、当たり前と考える

か、感謝の気持ちで受け止めるかと言うことです。みなさんには、是非感謝の気持ちで受け止め

てもらいたいのです。決して、やってもらうことが、当たり前なことと思ったりしないでくださ

い。 ３学期の生活目標は「ありがとうの気持ちを伝えよう」です。たくさん伝えられるといい

ですね。 

 

 そして、みなさん一人一人が、当たり前を毎日頑張り、当たり前にしてもらうことの大切さに

気づき、ありがとうと言ってもらえる人になるように３学期しっかり頑張りましょう。これで、

校長先生の話を終わります。 


